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太 田 拓 紀
The Transition of Teachers' Basic Attributes at Prewar Girls' High Schools 
                    in a Local City  
: A Case Study of Ishikawa Prefectural Komatsu Girl's High School
Hiroki OTA
1.は じ め に
1.1。問題の所在
戦前期の中等教員は多様性に富んでいたとされる。例えば、教員の学歴からみると、帝国
大学や高等師範学校卒のエリー ト教員から、高等教育学歴のない 「検定出」と称 された文部






て、戦前における中等教員の基本的属性(性 別 ・年齢 ・学歴 ・給与)と その変遷を検討 した
い。
近代の中等教員を扱った研究は、ある特定の養成ルー トを経た教員集団を単位とすること
が多か った。例えば、官立学校出身者について、広島高師(片 岡 ・山崎編1990)、 帝大と
高師の比較研究(山 田2002)が ある。また、文検(寺 崎 ・「文検」研究会編1997、2003)
の詳細な研究成果や、私学出身者のキャリア(太 田2006、2007)に ついても論稿がある。
しか し、養成ルー ト出身者たちを教員集団の単位として把握することは、中等教員の全体
像を明 らかにする上で必ず しも十分とはいえない。確かに先行研究では、養成ルー ト出身者
















綴」(以 下、「履歴書綴』)で ある。 これには小松高等女学校創立時か ら、戦後新制高校に移
行するまでに退職した教職員の履歴書が纏められている。履歴書数は173枚 に及んでいるが、
書記、雇員など教職に関わらなかった職員、同窓会立幼稚園の保婦な どのものもあり、それ
らは除外 した。その結果、分析の対象となるのは135名 に絞 られた。その内訳は、男性63
名、女性72名 であり、やや女性教員が多くなっている。各履歴書には主に氏名 ・出生年月





石川県南部の地方都市である小松に位置 した小松高等女学校 は、明治44年5月 に3年 制
の実科高等女学校 として創立 された。それ以前の石川県の女子中等教育は師範学校を除いて
は、県立高等女学校1校 のみの状態が長 く続いていた。 しかし、家政に関する学科課程を中
心 とした実科高女の設置を法的に認可 した、明治43年 の高等女学校令改正を契機に、明治




閑却せ られ裁縫学校たる観ありて生徒は技巧のみに馳せて円満なる常識を欠 く傾 きあ り」
(『北陸新聞』大正2年2月19日)と のことから、裁縫時間の削減、一般教養科 目の増加と
いうカ リキュラムの変更を行 った。それとともに、3年 制から4年 制へと移行 している。そ
れでも、「何分本科の高等女学校 と違ひ学科 目に依 りては教授時数の少き関係上、自然程度
も低 く、卒業後女子高等師範其他の上級学校へ入学するに不利の点あ り」(『北国』大正10
年1月27日)と いう理由から、大正10年 に普通高女へ と昇格 している。 この経緯 に伴 うカ
リキュラムの変遷については、表1の とおりである。さらに、大正12年 には県立移管 とな
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歴史 ・地理(国 史) 210豆0
数学 61212









『小 松 高 等 学 校 百 年 史 通 史 編 資 料 編 』(1999)、p.303、309、324よ り作 成 。
図1小 松高等女学校の教員数の推移 図2小 松高等女学校の生徒数の推移
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47 12 15年2か 月
I
男 石川 平民 明治H年(1878)東京高師
明治38年
(1905) 教育 ・物理 ・化学
大正15年
(1926)
48 7 1年4か 月
I
男 岡山 不明 明治20年(1887) 東京高師
明治44年
(1911)
修身 ・教育 ・歴史 ・
地理 ・法制及経済
昭和2年
(1927)40 7 2年6か 月
IV 男 栃木 平民 明治19年(i886) 広島高師
大 正2年
(1913)
修身 ・教育 ・歴史 ・
無理 ・法制及経済
昭和5年
(1930)44 7 4年9か 月
V 男 福井 上族 明治25年(1892) 東京高師
大 正5年
(1916) 修身 ・教育 ・英語
昭和10年
(1935)
42 8 3年3か 月







47 7 5年10か 月
V
男 石川 不明 明治23年(1890)広島高師
大 正4年
(1915)




53 4 3年10か 月
小松高 等女学校 『履歴 書綴」 よ り作成。
表3小 松高等女学校歴代校長の教員歴
代 本籍 教員経験(最 終学歴後) 小松高女後の異動先
1 石川
私立金沢学校(石 川)→ 大谷尋常中(石 川)→ 石川尋常中→石川
第三中→鎮西中(熊 本)→ 小松高女長
依願退職
石川 柏崎中(新 潟)→ 石川県立高女→小松高女長 飯田高女長(石 川)
岡山 熊本県立高女→千葉師→熊本第一師→石川師→小松高女長 羽咋中長(石 川)
IV 栃木 高津尋常小(大 阪)→ 高津尋常小長(大 阪)→ 広島師→宮津中(京都)→ 石川師→小松高女長
金沢大一高女長
V 福井 第二横浜中(神 奈川)→ 福井中→大聖寺中(石 川)→ 飯田高女長(石川)→ 小松高女長 七尾中長(石 川)
大門尋常高等小(富 山)→ 砺波中(富 山)→ 砺波高女(富 山)→
VI 富山 氷見高女(富 山)→ 私立金沢中(石 川)→ 私立金沢中長(石 川) 依願退職
→小松高女長
世羅女学校長(広 島)→ 三原女子師(広 島)→ 義州公立普通学校
長(朝 鮮)→ 義州公立簡易女子技芸学校長(朝 鮮)→ 関東庁中
w 石川 (中国)→ 旅順中(中 国)→ 京都第三中→石川県立第二高女→石 依願退職













V、VII代 は高師出身(東 京高師3名 、広島高師2名)で あり、VI代 は富山師範卒で高等教育
歴がな く、文検によって中等教員免許を得ている。全国的に高等女学校長は明治期から昭和
初期まで一貫 して高師卒業者の比率が高かったという指摘のとお り(山 田2002、p.120)、
小松高女で も7名 中5名 が高師出身である。また、出身県別にみると、石川県が3名(第1、
II、田代)、 同じ北陸の福井(V代)、 富山(VI代)各1名 であり、その他では岡山(皿 代)、
栃木(IV代)が それぞれ1名 であった。総 じて、地元の石川もしくはその近隣県出身者が多
くなっている。
次に、各校長が小松高女に赴任するまでの教員歴とその後の異動先を確認しておこう(表







2.2.教 員 の年 齢(就 任 時)
さて ここか ら、小松 高女 に在職 した教員の全体像に迫 ることに しよう。なお、教員の属性
につ いて時期 に よる変化 を確認す るため、135名 の教 員 につ いて小松 高女就任年を指標 とし
て4分 割 した。具体 的 には、採用 された年 に沿 って、1:明 治44(1911)～ 大正8(1glg)
年、H:大 正9(1920)～ 昭和3(1928)年 、皿1昭 和4(1929)～ 昭和12(1937)年 、IV二
昭和13(1938)～ 昭和21(1946)年 とい うよ うに、9年 ごとの等 間隔で カテ ゴ リー化 して
い る。 その結果、教 員数 は採用時期1が27名 、Hが28名 、皿1が38名 、IVが42名 とな った。
まず、 就任時 の教 員の年齢 を確認 してお く(表4)。 表 の上 段か ら全時期 におけ る全体の
平均年齢 を確認す る と27。4歳 であるが、男性が31.1歳 、女性が24.2歳 と両者 に大 き く開 き
が ある。続 いて、5歳 間隔の区間 にお ける構成人数を表の下段 よ りみ ると、男性の場合、25
歳 まで が27.0%、26～30歳 が30.2%と 、比較的若い年 代で半数 を超 えて いる。 また、31歳
以上 の者が4割 ほどい る。一 方、女性 の場合 になると、25歳 までが77.8%と 約8割 が集 中
して お り、30歳 を超え る教 員はわずか しか いない。
つ ま り、 男性 教員の場合、一定 のキ ャリアを経 て小 松高女へ就任 した者 が少 な くない一方
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表4:小 松高女教員の平均年齢と区間構成人数(就 任時)
採 用 時 期










































で、女性の多くは最終学校卒業後、まもな くこの小松高女に赴任 してきたことが推測 される。
実際、『履歴書綴』か ら小松高女以前の職務経験がない者、すなわち新卒教員を集計すると、
男性は9名(14.3%)で しかないのに対 し、女性は35名(48.6%)と 約半数であった。また、








が多角的に検討 した帝大(4.8%)、 高師出身者(12.7%)は 小松高女の場合、それぞれ少数
派である。むしろ、私立の大学 ・専門学校を卒業した者たちの方が供給源 として貢献 してい
る(175%)。 一方、女性の場合、女高師出身者が大半を占めている(48.6%)。 ただし、そ
の多 く(15名)は 採用時期1期 に該当している。また、私立専門学校 も供給源として重要
であり(30.6%)、IV期 になると女高師出身者よりも多くの教員が採用 されている(10名)。








採 用 時 期








































子高師の如 きは、ず らりと多数の科 目が満載せ られてゐるのは、実に偉観である」(立 仙
1931、p.6)。 とすれば、初期の学校規模が小さかった能美実科高女の時期には、多数の科 目
の免許状を一人の教員が保有 していることの意味は大きかったと思われる(㌔ 実際に、創立





タシムルコ トヲ得」ることが可能になったのである(『石川県統計書 第二編(教 育)』 大正
元年、p.75)。 その女高師出身教員の免許状を 「履歴書綴」から確認すると、文科卒(明 治
39年)は 、修身 。教育 ・国語 ・漢文 ・地理 ・歴史 ・体操の7科 目をも保有 しており、家事
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さて、太 田(2007)は 男性 中等教員の地域移動について学歴別 に異 な ることを明 らか に し
てい る。小松高女で も地元 出身、 他府県出身者が学歴 に応 じて違 いが見 られ ると予想で きる
ことか ら、改 めて本籍地 に関 して学歴別に集計 した(表7)。
該当人数が少な いため、一般化す ることは困難であ るが、次 の ことを指摘 して おきた い。
男性の場合、石川県 出身者、すなわ ち、地元 出身教員は帝大卒(33.3%)、 高 師卒(50.0%)
とい ったエ リー ト教員 ほど、 その率 は高 くない。私立 大 ・専門卒 のほ うが地元への回帰傾向
が強 く(63.6%)、 私学 出身者 のキ ャ リアに関す る先行研 究(太 田2007)に も合致 した結
果 にな ってい る。 さらに、最 も学歴 の低 い高等教育 を経 ていな い教員 の地 元出身率が、 いち
ばん高 くな って いるこ とがわ かる(733%)。 同窓校長、 同窓教 員の全 国的な ネ ッ トワー ク
表6:小 松高女の本籍地別教員数
採 用 時 期






























本 籍 地 ム口 計
高等教育歴 石川県(%) 他北陸3県 他道府県
帝大 133.3% 11 3









性 私立大 ・専門 763.6% 13 ll
なし ll73.3% 31 15
計 4063.5% 815 63









性 高女専攻科 240.0% 03 5
計 2636」% 1630 72
総 計 6648.9% 2445 135















「卒業 してから七年 ほど後に、N先 生を神戸におたずねしたことがありましたが、その
時先生は 『私が奈良の女高師を卒業して小松高女に赴任する時、小松 ってどんなところ
かしらと先生におききしたら、石川県第二の都市だといわれて来たのよ。』とおっしゃっ
たが、 さぞが っか りされたことだろうと、気の毒に思 ったことがあ りました」[兵 庫出
身 ・奈良女高師卒 ・大正10年 就任](石 川県立小松高等学校六十周年記念事業委員会編
1959、p.254)o
広島高師出身者は奉職義務に伴い最初の勤務校は文部省が決定 し、勤務地は出身地などが






「始め 自分 は東 都の母校 に奉職 して、 なほ研究す る目的であ りま したが、父の病気を見
舞ふた めに、一 寸帰国 します と、旧師 より能美の実科に奉職 しては とのお話 に両親の意
思が一変 しま して、止 むな く此 に至つたのでありますか ら、此 日の帰 りほ ど失望 と不 平
とに満 ちた ことはあ りませんで した」[石 川出身 ・共立女子職業学校卒 ・明治44年 就任]
(『校友会 々報』 第6・7合 併号、1921年 、pp.57-58)。
彼女の場合、地元の恩師による斡旋とそれに伴 う両親の意向により、小松高女(当 時は能
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証 しよう。戦前 における公立中等教員の給与の法的根拠 となるのは、公立学校職員俸給令


















に比べて等級は抑えられている。また、総 じて年齢 との関連 もあるように思われる。
ただし例外も存在 している。高等教育歴がないにもかかわらず、30代 前半で2等 級を得
ている男性教員が2名 いる。これはどういった教員なのだろうか。そのうちの1名(S教 諭 ・
石川県出身)に ついての略歴をみてみよう。
Sは 「明治40(1907)年 に15歳 で小学校を卒業し、試験検定によって小学校准教員の資
格を取得 し、松任小学校でまず教鞭をとった。浜小学校在職中の大正9年 には、(中 略)多
大な功績を挙げたので根上村長から書架を授与されるなど、 いわゆる熱血教師として児童教
育 に尽力した」(「小松高等学校百年史』編集委員会編1999b、p.375)。 その後、大正10年
に博物科(動 物)の 文検に合格して、石川県内の中等学校に就職 し、中等教員としてのキャ
リアをスター トする。県内を転任する中で、大正12年 博物科(生 理及衛生)の 文検にも合




































男 ～25歳 1 1 2
臨教 26～30歳 2 1 3
36～40歳 1 1
性 ～25歳 2 ll
「
4
私立大 ・専門 31～35歳 3 3
36～40歳 1 1
～25歳 1 1 2
26～30歳 1 ll 1 4
なし 31～35歳 2 11 4
36～40歳 1 1
41歳 ～ 1 1
計 1 2 2 2 51012 84 1 47
















～25歳 28 4 1 15
性 私立専門 26～30歳 1 1 2
31～35歳 1 1
～25歳 3 3
高女専攻科 31～35歳 1 1
36～40歳 1 1
計 37 2223 7 2 64
注 :「奏」は奏任官待遇の教員。
小松高等女学校 『履歴書綴』よ り作 成 。
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公民教育』というテーマで共同研究を行 ったが、その中心となったのはSで あろう。Sは 昭
和8年(1933)に 県下で最初に公民科の免許を取得するなど、意欲的に公民科の教育に取 り
組んだ」(同 上)。 その後、昭和13年 に同じ石川県の大聖寺高等女学校長へ と栄転 している
(『履歴書綴」)。



























高 くなるという傾向がみ られた。 この背景には学歴資本やそれにともなう学閥などの社会関
係資本、奉職義務にともなう赴任先の指定の有無が影響 していると考えられた。
最後 に教員の給与であるが、男女 ともに学歴が高いほど等級が高 くなる、すなわち給与が
一52一
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一石川県立小松高等女学校の事例一


























おかれていた(石 川県教育史編さん委員会編1974、p.161)。 また、当時 「医学校をのぞ
けばほとんどみるべきもののなかった公立の高等教育機関のなかで、異色の存在であった」
(天野1989、p.105)石 川県専門学校は、後に第四高等中学校に吸収されることとなる。
(3)他 にも例えば、激動 ・昭和の石川人物誌編集委員会編(1981)で 紹介されている戦前の
石川県立中等学校長経験者4名 のうち3名 は、最初に校長に就任 した際の前任校がやはり
石川県内中等学校であった。
(4)図2か らもおおよそ分かるが、生徒数は創立年の明治44年 度で60名 、大正元年度102
一53一
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名、大正2年 度150名 で しかない。一方、石川県で最古の高等女学校である県立第一高等
女学校の生徒数は同 じ明治44年 度に552名 、大正元年度546名 、大正2年 度552名 であ
る(「石川県統計書 第二編(教 育)』 各年)。
(5)そ の後、大正3年 の報告では 「本年度二於テ奈良女子高等師範学校数、物、化学部卒業
園芸専修ノ者一名ヲ増聰シタレハ主要学科ハ悉ク有資格者 ヲ得」(『石川県統計書 第二編






(昭和16年 ・文科卒)は 次のように指摘している。「赴任先は文部省か ら、卒業の時分に
あわせて、学校に言ってくるらしいんです。それで担任の先生がそれを割り振りしたんじゃ
ないかと思います」(奈良女子大学百年史編纂専門委員会2003、p.165)。
(7)事 実、明治36年 の公立学校職員俸給令は大正9年 と昭和6年 の改正時に、それぞれ等
級に対応する俸給額が変動 している。例えば、小松高女の男子教員で最 も多かった教諭で
判任官待遇7等 級の場合、その月俸は明治36年 の基準で45円 、大正9年 で90円 、昭和
6年 で85円 となる。また、不況下にあった昭和初期の石川県において、中等教員、校長
の平均俸給額は減少 しており(石 川県教育史編さん委員会編1975、pp.709-710)、 こう
した給与額は当然ながら経済界の好不況の影響を受けやすい。




く、『何級俸給与』 といふ風に級俸を書 くことになつてゐる。併 し実際は悉 くが此の等級
其のま ＼ではな く、時に当分俸 といふ ものがあつて、例へば 『六級俸給与但当分月俸九拾
五円給与』 といふような辞令を出す。併 し此の等分俸 といふものは決 して珍 らしいもので
はなく、 どの学校でも一人も此の辞令のないといふ学校は少なか らふ。つまり増俸の際一
級俸全額を思ひ切つて増さずに、或は五円増すといふやうなことを した り、叉は初任の場
合でも、いろいろの関係から何十何円といふ端数をつけて発令 した りするが為めに、 自然
かういふことが行はれるのである」(立仙1931、p.146)。
(9)ま た公立学校職員俸給令には、「教諭」 と 「助教諭」で等級 と給与額の対応表が別に設
けられており、同じ等級でも給与額が異なる。小松高女では1名 のみ男性の助教諭がおり、
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